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皆さん、お疲れ様でした！！　楽しい時間を過ごさせていただきました。
工芸高等学校「ノミムシ」
虫・・・いますよね、体の中に。よくわかります。よいモチーフに着眼されました。それをわかりやすくドラマ化されています。人物の構図も明確でした。それと、間を大事にされていましたね。的確な場所に間をとられていました。ただ、ほんの少しずつ間が長かったかも。少し間延びしましたね。今まで陽気だった人が、キャンパスを倒すところなど、少し唐突な気がしました。むしろそれまでの陽気なところのテンションをもっと上げておいたほうが、わかりやすかったかも。テンションの高い人ほど、落ちる時は落ちますからね。不安定感がさらにかもし出されたかと思います。前と後ろに舞台をとったのも、すっきりしていました。ただ、美術室をあとほんの少し前に出せると、表情が見やすかったのですが・・・。スタティックな部室のやりとりと、エアギターの激しさという組み合わせは、とてもおもしろかったですね。「男」役の村尾さん、とてもナチュラルな身体性でした。

大阪成蹊女子高等学校「神無月」

身につまされる話で、それぞれのわがままさとその背景がよくわかりました。どの人も一生懸命に生きようとしている姿に共感します。感慨深い台詞も多々ありました。ただ、子供の場面が冒頭だけぽつんとあるのは、必要だったのかな？冒頭につけるなら、ラストも子供時代で終わるほうが戯曲としての収まりはよいのですが、そうなると１時間に収まらないからでしょうか？装置と照明のカラーコーディネイトが美しかったですね。でも、ではけがドアからなされないのが、気になってしまいました。あのドアはトイレのドアだったのですか？トイレとわかりにくくて、何故ドアがあるのに、違うところから出てくるのかなあ・・・と、考え込んでしまいました。演技は丁寧で気配りが聞いていましたね。姉妹の年齢差や個性の違いもよく表現されていました。叔母さん役の谷垣さんの眼鏡と衣装、靴、髪型など、よく研究されていましたね。それにしても、病気に詳しい作家さんですね・・・。最後の和解も無理なく描かれていて、よかったです。
東寝屋川・北かわち皐が丘高等学校「うつらないんです！！」

アニメ的キャラに作ったのは、現実との距離をとるたけだったのでしょうね。実はとても現実的な話でしたものね。切実なテーマを、距離感をとって喜劇仕立てで展開したのは、とても好感を持ちました。おもしろいアイデアがいろいろあって、よく工夫されました。少し荒いところを整えるのが、今後の課題かな。大団円に向けて盛り上げていくところ、音響さんだけに頼るのでなく、演技でも頑張ってね。発声など、地道な積み重ねも忘れずにね。舞台奥で台詞を言うと、聞き取れなくなってしまったから。オチのつけ方、とてもしゃれていました。医務室の先生の衣装、おもしろかったですね。女性の先生の衣装が紺でしたが、生徒も紺なので、ほかの色にしてはいかが？
岸和田市立産業高等学校「じ～んブライド」

軽快なシチュエーションコメディに仕上がりましたね。美術もよかったですよ。シンメトリーの部屋と、その間の廊下の配置がしゃれていました。舞台の空気が止まらないよう、廊下もうまく使って、絶えず空気が滞ることがありませんでした。壁を突き破る発想とか、ドアが開いたとき１列縦隊でストップモーションになる場面とか、アイデアに満ち溢れていて、現場のチームワークが客席に伝わってきたのがよかったですね。全員思い切り、体当たりで演じていて、特にいーちゃん役の阪上さんは、間の取り方や切り替えがシャープで、飄々とした雰囲気がおもしろかったです。演出力も相当なものです。ラストの、静寂の後の歓喜は、感動的に盛り上がりましたね。ここまで他人のために一生懸命になれる人々。うらやましい関係です。それにしても・・・こんな寮に私も一度でいいから住んでみたいです。

夕陽丘高等学校「１（ワン）」
しゃれた始まり方でしたね。電車のつり革が首輪になって・・・。冒頭に一人ぼっちのサラリーマンを出したから、その後の一人で多数を演じる「演劇的遊び」が切なくて、素敵でした。一人で出来る、考えうるすべての要素を組み込んだ、大敢闘賞です。一人しかいないことを逆手にとった勝利です。「マラソンランナー」でしたね。ただ、ところどころに「短距離走」も入れて（つまりテンポアップ）、緩急をつけられたら、さらにおもしろくなったと思うのですが、人間として体力の限界でしたか？ガッツには脱帽しました。

東百舌鳥高等学校「人形あそび」

モノの視点で世の中を見る、という着想がよいですね。選曲もよかったです。芝居によくあっていました。舞台がだだっぴろーく、がらーんとしてしまったのが惜しかったですね。箱の中にいるイメージをどう出せばよいのか、考えてみましょうか。台詞を言うタイミングも、今後の課題かな。台詞を言う前に、不要な間が一瞬入ってしまっていました。息を吸っていたのかな。相手役の台詞の直後に、間髪入れずに台詞を言いたい時は、相手の台詞の間に息を吸っておきましょう。また、台詞を言ってから動くか、動いてから台詞を言ったほうがよいか、そのあたりをデリケートに考えると、不要な間があかずに済みますよ。人形達の世界を、よく想像して作りましたね。
港南造形高等学校「ヒアパラ」

総合的な力量のある、バランスのよい高校でした。かなりレベルが高いですよ。天使の話と現実の高校生の話がうまくリンクした、よい台本でした。文化部の部員が減って、全部ひっくるめた文化部ができるというのも、リアルで、怖い話です。キャラクターもよく立っています。シズカというキャラが、天使の話を読む構造もよかったですね。天使の話はシズカが書いたのですか？では、番長との共同台本になったのですか？そこがちょっとわかりにくかったですが・・・。それにしても、かわいい～。天使の羽はふかふかで、肌触りがよさそうで、似合っているし、箱の上のウサギなどの紙人形もかわいい～～。アヒルの絵もかわいい～～～。ラストの風船５つに光が当たる演出もしゃれていますね～。
箕面東高等学校「誰」

ままならない自分とままならない未来と・・・。切実な話でした。見ている人の想像力を刺激する舞台であったことが、なにより素敵です。ただ、構造は凝っているのですが、言っていることは、意外にフツウというか、残酷なものを求めると、その欲求の連鎖でさらに残酷なものを求めるとか、噂も大きくなれば真実になるとか、わりと誰でも知っているところに留まったのは、少し物足りなかったですが。・・・というのは、プロに求めるハイレベルな要求なんですけどね。作家の原田さんは、まだ１年生なんですか・・・？それは、えらいことですよ～。これからが楽しみです。演出が知的で空間をよく使っていました。男達が決闘をしている後ろを、軍隊を思わせる人たちが行進する、という発想。たいしたものです。新聞屋たちの会話をハイスピードにするのは、正しいです。ただ、滑舌がついていかなくて、聞きとりにくかったところを直しましょうか。
金蘭会高等学校「小さい秋見つけた。」

冒頭から、気味悪い感触、死に近いところにいる人達の実感を、うまく出しておられましたね。法子役の野津さんは、不安定な人間の身体性をよくかもし出していました。演技の思い切りがよく、アングラ女優の風格でした。ほかの人達もよかったですよ。舞台の広さを全く感じさせない、緻密なポジショニングでした。小学生達もおもしろいですね～。ブログに打ち込む時の声の合唱！自殺の真似など、悪い冗談を無邪気にやるところなども。舞台を見る前に戯曲を先に読んだのですが、そのときは暗そうな芝居かなと思ったのですが、舞台では、暗さを乾かして、イメージ豊かに繰り広げられたので、あっという間の１時間弱でした。最後に急激に「私達は生きている」と認識するところは、あまりの急展開でついていきにくかったのですが、でも、その分、ほとんどの時間を「今」を描くことに費やしたのは、納得できます。
咲くやこの花・扇町・此花総合高等学校「世界に色を付けようと、僕は赤をばら撒いた。」

知的な芝居だと思いました。そして、沈黙の緊張感と・・・。上手と下手の会話の交錯具合もおもしろかったです。ただ、頭で作りすぎて、お客さんの視点で客観的に検証することがちょっと不足・・・。いくつか違和感があって、この違和感は意図的なものか、無防備なのかが判別がつかなくて・・・。最初、新聞がただの紙だったので、ここはちゃんと新聞を作ってくれないと・・・と思って、とても気になりながら見ていました。でも最後のほうで、ストーリー上も白紙の新聞が出てきたので、なおのこと、文字が書いてある設定の新聞は、リアルに新聞であるべきと思いつつ、でもここまで違和感が強調されてくると、何か意図があったのかも、とも思いました。でも、その意図が何なのか、よくわからなくて・・・。無感覚なるものを描こうとしたのかしら？？キャラクターも、男役を演じているのか、男っぽい女性を演じているのかがわからなかったです。せっかく頭でよいことを考えたとだから、それをどうお客さんに伝えるか、その表現力の部分が課題でしょうか。
四天王寺高等学校「うさぎとかめ」

美術がかわいいですね！照明とのコントラストもかわいくて、お話もかわいくて・・・。成績がいいのに、コンプレックスのある子と、成績は悪いのに、元気いっぱいの人気者との友情物語という展開もおもしろかったです。ただ、過去の回想シーンとか、近過去（三人の漫才風の掛け合い）の場面など、過去を描くことの分量を取りすぎたかも。現在を描くパートを、もう少し膨らませられると、さらに伝わりやすかったのですが。
大谷高等学校「村田さん」

根性がありますね。実は私も根性のある女だとよく言われます。言われた私としては、「根性なんて、誰でも持とうと思えば持てるものなんちゃうん？」と思いましたが、実は今の時代、根性のある人は減っているのだそうです。根性は、立派な才能だと言われました。村田さんは、将来どんな環境に行っても生き抜ける、強い人だと思います。審査会でも「プライベート演劇」という新しいジャンルの芝居の誕生か、という言葉がありましたが、自分の今の気持ちを生々しく語っているようでいて、絶えずお客さんの生理を考えている。お客さんを退屈させまいと動き続け、語り続け、工夫し続け・・・。他者性があります。しかもあれだけ動き続けても、言葉が客席に染みとおり続ける。たいした根性だと思いました。動きと言葉のタイミングもよかったです。また、自分だけに興味をわかせるのではなく、東尾さんとか田中さんとか、舞台の上にいない人にも興味を沸かせました。会いたい、と思わせました。舞台の上に、大勢の人がいるような気がしました。心のこもった芝居でした。東尾さん、がんばれ～～！早くお会いしたいです。
関西大学第一高等学校「サンタ苦労す。」

おもしろいタイトルですね！タイトルはとても大事です。親子の葛藤と和解、そして生きる目的の見つからない青年の成長譚をうまくシンクロさせていました。ただ、企業スパイがいて、すべてがそいつの仕業だった、というのは、ちょっとぶっとび過ぎかも。またそいつが改心したら、すべてが解決する、というのも、少々都合のよい展開だったかも。設定に無理があります。設定を決めたら、徹底的に調査、勉強しないといけないのですよ。今回で言えば、会社組織の成り立ちとかをね。メンバー総出で取材しないと・・・。組織としては成立しない設定になってしまいました。ここだけの話、うそは、一つはついてよいらしいです。綿密に調査して、ほとんどを「本当のこと」で固められたら、一つくらいのうそはついてもよいそうです。ただ今回は、うそが多かった・・・。それが惜しかったです。
